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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成23年3月3日(2011.3.3)

【公開番号】特開2008-257688(P2008-257688A)
【公開日】平成20年10月23日(2008.10.23)
【年通号数】公開・登録公報2008-042
【出願番号】特願2008-9542(P2008-9542)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/21     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ３１０Ａ
   Ｇ０６Ｆ  17/21    ５７０Ｎ
   Ｇ０６Ｆ  17/21    ５７０Ｒ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ３４０Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月18日(2011.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファイルまたはフォルダに対して行うべき処理の選択を操作者から受け付け、前記選択
を受け付けた処理を前記ファイルまたはフォルダに対して実行する実行手段を有する装置
であって、
　操作者から処理の選択を受け付けると、当該処理が前記実行手段において過去に実行さ
れたファイルまたはフォルダを検索する検索手段と、
前記検索手段で検索されたファイルまたはフォルダの識別情報を表示画面に表示する操作
対象表示手段とを備えることを特徴とする装置。
【請求項２】
　ファイルまたはフォルダに対して行うべき処理の選択を操作者から受け付け、前記選択
を受け付けた処理を前記ファイルまたはフォルダに対して実行する実行手段を有する装置
であって、
　前記実行手段で実行した処理の識別情報と、当該処理の実行されたファイルまたはフォ
ルダの識別情報とを並べて表示手段に表示する操作履歴表示手段と、
　前記操作履歴表示手段で前記処理の実行されたファイルまたはフォルダの識別情報と並
べて表示された処理の識別情報の選択を操作者から受け付けると、当該処理が前記実行手
段において過去に実行されたファイルまたはフォルダを検索する検索手段と、
　前記検索手段で検索されたファイルまたはフォルダの識別情報を表示画面に表示する操
作対象表示手段とを備えることを特徴とする装置。
【請求項３】
　前記操作対象表示手段は、前記処理が前記実行手段において過去に実行されたファイル
またはフォルダの識別情報を、前記処理が前記実行手段において実行された日時の順に並
べたリストを表示画面に表示することを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記操作対象表示手段は、前記処理が前記実行手段において過去に実行されたファイル
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またはフォルダのうち、前記処理と並んで前記表示手段に表示されている識別情報に示さ
れるファイルまたはフォルダより以前に前記処理が前記実行手段において実行されたファ
イル又はフォルダの識別情報が並んだリストを表示画面に表示することを特徴とする請求
項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記操作対象表示手段は、前記処理が前記実行手段において過去に実行されたファイル
またはフォルダのうち、前記処理と並んで前記表示手段に表示されている識別情報に示さ
れるファイルまたはフォルダの付近のファイル又はフォルダの識別情報が並んだリストを
表示画面に表示することを特徴とする請求項３に記載の装置。
【請求項６】
　ファイルまたはフォルダに対して行うべき処理の選択を操作者から受け付け、前記選択
を受け付けた処理を前記ファイルまたはフォルダに対して実行する実行ステップを有する
方法であって、
　操作者から処理の選択を受け付けると、当該処理が前記実行ステップにおいて過去に実
行されたファイルまたはフォルダを検索する検索ステップと、
前記検索ステップで検索されたファイルまたはフォルダの識別情報を表示画面に表示する
操作対象表示ステップとを備えることを特徴とする方法。
【請求項７】
　ファイルまたはフォルダに対して行うべき処理の選択を操作者から受け付け、前記選択
を受け付けた処理を前記ファイルまたはフォルダに対して実行する実行ステップを有する
方法であって、
　前記実行ステップで実行した処理の識別情報と、当該処理の実行されたファイルまたは
フォルダの識別情報とを並べて表示ステップにより表示する操作履歴表示ステップと、
　前記操作履歴表示ステップで前記処理の実行されたファイルまたはフォルダの識別情報
と並べて表示された処理の識別情報の選択を操作者から受け付けると、当該処理が前記実
行ステップにおいて過去に実行されたファイルまたはフォルダを検索する検索ステップと
、
　前記検索ステップで検索されたファイルまたはフォルダの識別情報を表示画面に表示す
る操作対象表示ステップとを備えることを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記操作対象表示ステップは、前記処理が前記実行ステップにおいて過去に実行された
ファイルまたはフォルダの識別情報を、前記処理が前記実行ステップにおいて実行された
日時の順に並べたリストを表示画面に表示することを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記操作対象表示ステップは、前記処理が前記実行ステップにおいて過去に実行された
ファイルまたはフォルダのうち、前記処理と並んで前記表示ステップにより表示されてい
る識別情報に示されるファイルまたはフォルダより以前に前記処理が前記実行ステップに
おいて実行されたファイル又はフォルダの識別情報が並んだリストを表示画面に表示する
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記操作対象表示ステップは、前記処理が前記実行ステップにおいて過去に実行された
ファイルまたはフォルダのうち、前記処理と並んで前記表示ステップにより表示されてい
る識別情報に示されるファイルまたはフォルダの付近のファイル又はフォルダの識別情報
が並んだリストを表示画面に表示することを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　請求項６ないし１０のいずれかに記載の方法をコンピュータに実行させるためのプログ
ラム。
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